
様式１(第 6 条関係) 

 

報  告  書 
 (  道 下   班) 

開 催 日 時  平成 28 年 5 月 13 日（金）19:00～20:30 

開 催 場 所 旭支所 

出 席 議 員 

原田義則・芦谷英夫・田畑敬二 

司会者 道下文男 

報告者 串崎利行 

記録者 柳楽真智子 

  

参 加 人 数 22 人 

主な要望・提言等 

○ふるさと寄附を推進され、多くの寄附が集まっているが

使い道の方向性は示されているのか。 

○ＢＵＹ浜田運動は新しい事業だと思うが、どのような事

業内容で、今後どのように市民に周知されるのか。 

○ハコモノ行政で破たんした自治体があるが、目的と手段

が明確にされていなかったからだと思う。ハコモノは手

段であり、作ることが目的だとできたら終わりになる。 

 手段としてのハコモノができても、目的がはっきりして

いないと運営につまづいてしまう。市民を含め皆でその

ことを共通認識する必要があると思う。 

○ハコモノを作るよりも、住みよくなるシステムを作って

ほしい。 

○ふるさと寄附に、市長が必要と認めるものという項目が

あるのなら、議会が必要と認めるものという項目をつく

るよう、議会が努力されてはどうか。 

○火葬場を三隅にということは、議会も承認されていたと

思う。なぜ浜田の整備を見直すことになったのか。 

○浜田の火葬場を修繕する時には、弥栄や旭も整備してほ

しい。 

○高齢者の健康づくりと合わせ、元気に年をとるために若

い時から健康づくりが必要だと思う。 

○若者が住みやすくなる施策を考えてほしい。 

○お金がなくて施設に入れないことがある。高齢者施設の

整備が必要である。 



○地域おこし協力隊は、町内全域に対応してもらっては。 

○ふるさと寄附を使う時は、使途について議論されるのか。 

○市の財政が赤字になると言われるが、交付税がどれくら

い減るのか、他にどんな原因があるのか、市民にも分か

るようにしてほしい。 

○人口減少対策は、具体的に何を進めていくのか。子育て

に厚みを持たせた施策が有効だと思う。 

○観光・観光と言われているが、あまりあてにならないと

思う。城山公園は観光目的の人はほとんど来ないと思う。 

○まちづくり総合交付金が減額されたことで、集落の活動

に影響が出るのではないか。 

○議会は執行部に対抗できるように、レベルアップをして

ほしい。 

○ふるさと寄附の市長裁量については、議会がしっかりと

チェックしてほしい。 

○まちづくり総合交付金の考え方は、浜田自治区と中山間

地域では状況が違うと思う。現状維持にしてほしかった。 

○ＢＵＹ浜田運動は、地域通貨など実効性のあるやり方を

してほしい。 

○第一処理場は今後どのようにされるのか。 

 

 

 

 

浜田市議会議長  西田 清久 様 

 

平成 28 年 5 月 23 日 

浜田市議会報告会規程第 9 条第１項の規定により提出します。 

    

                   道下     班 

代表者  道下文男              

 

 

 

 

 


